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鈴木 末一 

第１５回佐保川わいわい桜まつりは、４月２日

（日）に順延し開催。桜は蕾みが膨らむ程度で、

桜見物の出足が鈍くバザーの売れ行きが心配でし

た。晴れ間が広がるとともに人出も多くなりまし

た。 

 当会からは、今年で４回目の出店参加をしまし

た。三種の食品バザー“唐揚げ”“焼きそば”“玉

蒟蒻”、と“鯉のぼり”“数珠球ブレスレット”の

自然木クラフト、さらに“椎茸ホダ木”の販売と、

多彩なジャンルでの協賛を行いました。食品バザ

ーは開店と同時に、店の前には３０人以上の列が

途切れることなく続き、“唐揚げ”と“焼きそば”

が人気絶頂。特に“焼きそば”は午前中で完売と

なり、午後の来場者に備え、食材の買い付けのた

めにスーパーへ走る忙しさとなりました。 

 一方、クラフ

トでは、オリジ

ナル作品作り

ができるとい

うので好評。見

本を見ながら

手際よく製作

に励み、完成した時、達成感に満ち溢れた表情で

にっこり。得意気にお父さんやお母さんに見せる

と、「いいのができたね」と親子間で会話が弾む光

景を、いくつも目撃することができました。中に

はお母さんやお婆さんが、子どもさんやお孫さん

のお土産にと

童心に戻った

心境でチャレ

ンジされまし

た。 

 終わりにな

りましたが、ご

参加いただいた総勢１９名もの多数の会員の皆様

方、ブースを訪れていただいた仲川奈良市長はじ

め市民の皆様方との交流や、当会のＰＲなどにご

尽力いただきましたことにお礼を申し上げます。
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朝日親子自然環境教室実施のご案内 

  

毎年、朝日新聞社・朝日学生新聞社とシニア自

然大学校が｢親子で自然に親しみ、自然の不思議さ、

素晴らしさ、大切さを学び、合わせて親子の触れ

合いに役立てる」をテーマに開催している「朝日

親子自然環境教室」が、今年からシニア自然大学

校が主催者になりました。 

本年度の第１回目の講座が来る５月２８日(日）

ここ奈良人と自然の会ならやまサイトで開催され

ます。（雨天の場合は翌週６月４日〈日〉に延期さ

れます） 

当日は、シニア自然大学校からの１０名余りのス

タッフに加え、親子各一名で５０組１００人の参

加者が予定されています。 

 今回のならやまでの活動のほかに、この朝日親

子自然環境教室には、一年間に亘って須磨海岸の

地引網の海体験、淀川の生き物や治水・利水学習、

その他生駒棚田クラブでの稲刈り体験等、全６回

さまざまな講座が用意されており、参加者も関西

一円から見込まれるとのことです。 

 当会では｢里山の保全と整備｣｢農作物の生産の

大切さと講義と実地体験」等の内容を準備してい

ますが、ここでの講座や実地体験を通して少しで

も日頃触れることの少ない自然への興味・関心そ

して積極的な関わりの心をならやまに参加した親

子ともども持って帰り、地域での生活に生かして

欲しいものだと願っています。 

 当日は、参加者の安全確保やスムースな運営の

ために、いつものイベントのように多くの会員の

皆さんのご協力を頂くことが必要になってきます。

お忙しい時期で大変恐縮ですが、ご家族の子供さ

んやお孫さんに接する気持ちで、ここならやまま

で足を運んで頂き、楽しい充実した時間を過ごし

ていただいたらありがたいな、と思います。よろ

しくお願いいたします。 


